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北限のジュゴンを見守る会











１）歴史的･文化的なジュゴン保護に
ついての文献調査

１）歴史的・文化的調査

8月29日古宇利島

の海神祭を取材





沖縄のジュゴンの現状

• 世界最北限の孤立した個体群

• 国の天然記念物

• 絶滅危惧ＩＡ類（沖縄県、環境省）

• 最少個体数は３頭
（普天間代替施設アセス準備書による）



普天間飛行場代替施設建設事業に係る環境影響評価準備書より

http://www.mod.go.jp/rdb/okinawa/kakubu/03tyoutatubu/junbisyo/junbisyo.html

沖縄のジュゴンの現状

普天間代替施設環境影響評価で
実施された小型飛行機によるジュ
ゴン目視調査の結果

（2008年3月～2009年2月）

毎月、下記の各領域でジュゴンが
確認された。

◆古宇利島周辺

2頭（親子と推定）

嘉陽、大浦湾に遠征も

◆嘉陽周辺

1頭

数年前に比べ、ジュゴンが目視さ
れる領域が限定され、個体数も減
少している可能性がある。





ジュゴンとその生息環境を守るには

４つの脅威を取り除かなければならない

具体的対策の実行は、科学的根拠に基づくべき
守るべき対象の状況を知る

環境省や大手NGOによる調査はあるが
継続的モニタリング調査が必要

地元主体の調査体制が必要
地元が自然・生態系保全に関わっていく

混獲
藻場減少
基地
不発弾

基地移設の阻止、
保護区の設定など



生息地への米軍基地移設
沖縄本島最大の海草藻場が広がる辺野古

©Taro Hosokawa

米海兵隊
キャンプ
シュワブ



普天間代替施設の脅威

◆アセス準備書の評価

「辺野古にジュゴンはい

ないので、影響はほとん

どない」

◆2014年までに施設の

完成を目指すとしている

◆配備・運用の内容に

ついては明らかにされず

From http://www.mod.go.jp/rdb/okinawa/kakubu/03tyoutatubu/junbisyo/junbisyo.html

普天間代替施設建設予定地

作業ヤード等

dugong A
dugong B
dugong C

不明

辺野古～嘉陽周辺のジュゴンの追跡調査結果 (Mar.08-Feb.09)

嘉陽

辺野古

食跡が見つかっている

海草藻場（ジュゴンは
夜間採食）

大浦湾



ジュゴン生存の危機要因（短期：今後5年以内）

アセスが通ってしまえば、

2010年にも工事着工か

◆大量の作業船の往来

・衝突の危険

・船の騒音を忌避

◆杭打ち等の工事

・騒音（水中音）を忌避

現在の生息地（辺野
古～嘉陽）を放棄せ
ざるを得なくなる可能
性は大きい。

＝個体生存の危機

＝沖縄個体群の危機



ジュゴンの生息域・嘉陽沖を走る
海砂利の採取船



基地の影響例（工事時）

◆工事期間は5年

◆埋立て作業船だけでも

年間ピーク時の日隻数

土運搬船 :216

ガット船:95

（ 各2,000m3積）が出入り。

◆航路はジュゴンの居場所を

避け、船からの見張りを励行

することで、ジュゴンとの衝突

を避けるとしている。

◆ジュゴンに対する船の騒音

影響については、調査・評価

せず。
From http://www.mod.go.jp/rdb/okinawa/kakubu/03tyoutatubu/junbisyo/junbisyo.html

Site for the U.S. new Base

Yard for construction work

dugong A
dugong B
dugong C

Unknown

Trajectory of dugongs near the site for new Base (Mar.08-Feb.09)

Kayo

Henoko

feeding trails

ガット船 土運搬船



さしせまった危機を回避するために（１）

環境影響評価に対して

現在、第3回の環境影響審査会が行われ、13人の委員のうち2名が辞任、
７月１４日の第３回審査会は欠席者も多くたった7名の委員での審査だった。
◆「10月の知事意見」に向けて急ピッチで9月中にも答申をまとめる作業

＊アセス審査会にはアセスの専門家もジュゴンの専門も不在。
＊予測・評価の手法と根拠がなく、不足、不適切であるのに関らず強引に「影

響はほとんどなし」を結論としている。
＊準備書作成における「専門家」の氏名も所属も意見聴取議事録も公表され

ていない。
保護グループは次回8月の審査会に向けて

沖縄防衛局によるジュゴン「調査」は、ジュゴンを締め出（環境を改
変）した上での「調査」なので無効、アセス準備書撤回、アセスの

やり直し、現在進行中の「追加調査」の中止を求めている。



さしせまった危機を回避するために（２）

ジュゴン生息状況の監視強化

（食み跡調査）

ジュゴンは嘉陽の海草藻場を常時利用。

食跡調査によりジュゴン生息状況を監視。

また、アセス調査が開始されて以後に辺野
古の海草藻場を利用できない原因を追

求。



ジュゴンの食み跡

©Taro Hosokawa©Taro Hosokawa



ビーチエントリーによる食み跡調査



マンタ法による食み跡調査



調査航跡と食跡の位置



食み跡の計測



食み跡調査の実績（2007+2008）

① 2007年4月14～15日

② 2007年5月8～9日

③ 2007年6月1～3日

④ 2007年7月16～17日（台風のため、海草の学習等に切替え）

⑤ 2007年11月10～12日

⑥ 2007年12月7日

⑦ 2008年3月22日

⑧ 2008年5月2日（シュノーケリング講習会）

⑨ 2008年5月24～25日

⑩ 2008年6月19日

⑪ 2008年7月11～13 日

⑫ 2008年9月7日

⑬ 2008年9月22～24日

⑭ 2008年11月24日



はじめに
Ⅰ．ジュゴンとは

・分類
・祖先
・世界のジュゴンの分布域
・日本近海のジュゴンの分布域
・生活史
・生態

Ⅱ．ジュゴンの餌
・海草とは
・海草藻場と食み跡の確認場所
・ジュゴンの食み跡

Ⅲ．マンタ法による食み跡調査
・マンタ法とは
・実際の調査
・計測
・記録

Ⅳ．法律および条約
・日本個体群の評価
・適用されている法律および条約

Ⅴ．これまでに分かったこと
・日本産ジュゴンの保全上最も重要な海域

Ⅵ．ジュゴンを取り巻く状況
・漁網による混獲事故
・不発弾の海中爆破処理
・開発による餌場の減少と生息環境の悪化
・米軍の演習による日常的な環境破壊
・米軍基地の建設の脅威

むすび

食み跡調査
ハンドブック

※高木基金の助成により作成



生息地環境悪化要因

ジュゴンの保護に向け
生息地の環境を今より良くするために

普天間代替基地

啓発活動

キャンプシュワブ

開 発

不 発 弾

ジュゴン裁判

環境アセス

食み跡調査

監視
意見

漁 網 混 獲

保護区の設定

保護マネジメントの実施

規制
指導

歴史文化調査

文献調査

国
に

要
請

地元の協力



２００９年度の活動予定

１．ジュゴンの食み跡調査の継続と強化
◆市民が実施可能な食み跡調査を今後も継続する。
◆ジュゴンの生存を脅かす危機がさしせまっていることから、
調査の方向性と手法を見直す。
⇒嘉陽調査の重点化、その他の生息域も要チェック

◆調査を継続するための体制強化
⇒ トレーニング、調査メンバーの育成

２．市民対象の環境学習プログラムの提案
◆食み跡調査ハンドブック・DVDの活用、講習会、観察会の実
施や啓発活動を強化する。

3. その他のジュゴンの生息環境調査の継続
◆地域住民、協力者、との連携でジュゴンの歴史・文化調査の継続
◆地元市民、協力団体との連携で辺野古・大浦湾周辺の水質調査



（１）ジュゴン生息環境の継続的モニタリング（食跡調査）



2007年1月には地元モニタリング調査チームを組織し、専
用ボートの確保、調査コアメンバーの固定、

基地反対運動との連携などの基礎的な体制が整った。



2008年度は県内だけでなく、県外各地からのボランティ
ア参加を受け、チーム内外からの視野は現地調査体制
を大きく成長させた。



4月8日 那覇海上保安庁へジュゴン

の生息海域へのヘリ飛行問題につい
て要望を提出

辺野古テントむらで作戦ミーティング





４）食み跡調査ハンドブックの再編集
（ビジュアル版のガイドブック）

2008年7月春期調査

マンタ法の改良の完成です



今後の継続的なモニタリング調査の中で、
沖縄のジュゴンの保護と海洋環境の保全
に向けての課題を解明する。



啓発活動



地域におけるジュゴンへの周知と呼
応して、一般市民へのジュゴンに関
わる環境学習活動の必要性が顕著
になってきた。



観察会による環境プログラムを展開する。





6月5日 沖縄のジュゴン保護につい

て大阪の中学生グループへのレク
チャー

8月夏のイベント

「チーム・ザンと沖縄のジュゴンを知ろう！」



10月15日 名桜大 田代ゼミ「市民と

社会の関わりー私たちのジュゴン保
護活動」にて発表

最後はオプションツアー「ジュゴンの見える丘」

で幸せ～



10月北山高校の学生さんたちが文化祭で

制作したダンボールジュゴン

「じゅんこ」が里子にやってきました！



水質調査



3月14日 ジュゴン・フォーラム主催、
ビジュアル版ガイドブックを発表

水質調査も始
めました



12月の辺野古調査で海底の様々な様子

が気になりました。

これではジュゴンはゆっくり食事をとれません



戦車のワダチが海草藻場を無残に分断しています



ジュゴンやウミガメが食べる海草の周囲

には網にかかって死んだ
ウミガメの骨が散乱していました

加えて沖縄防衛局によるアセス調査の機材があちこちに・・・



海人からの聞き
取りは欠かせま
せん

ジュゴンの生きる環境を知るには



ジュゴンの海を育む森に、もうこれ以上の

林道建設を中止するように

沖縄県への要請も大事です。



活動のネットワーク

北限のジュゴンを見守る会

沖縄事務所 東京事務局

NACS- J

地元調査チーム
「チーム・ザン」

WWF- J GreenPeace- J

協力関係

情報交換
Center for
Biological
Diversity

Sierenian/
Seagrass
Scientists

ジュゴンネットワーク
沖縄

ジュゴン保護基金
委員会 協働

沖縄リーフチェック
研究会

シーグラスウォッチ
ジャパン

連携


